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■□■ショートコメント■□■ 

◆本作のチラシには、「自由。絶望。青春。焦燥。刹那。希望。」の文字が並び、「タロウ、

エージ、スギオ。一瞬を永遠に生きようとする、まだ世界を知らない３人の少年。」の見出

しが躍っている。そして、チラシでもホームページでも、次の解説がされている。すなわ

ち、 

 

ところが、そんな“青春ドラマ”がＲ１５＋に指定されているから、アレレ・・・。そ

りゃ一体なぜ？ 

 

◆事件でも人間でも、すべてに表と裏があるのは当然。したがって、本作の主人公にな

る３人の若者をどう見るかについても、大森立嗣監督のように表から見ることは可能だが、

私のように裏から見れば・・・？ 

本作では、まさにこの３人は思うがままに生き、他者の立場（迷惑）など何も考えてい

ないようだが、それでは困る。そのため人間社会には、法律、刑罰、警察がある。しかし、

本作には一切それが登場せず、あくまで３人の若者の視点のみが強調されている。しかし、

タロウのバカ 
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それでいいの・・・？ 

 

◆若者はエネルギーがあり、行動力に満ちあふれているが、未熟なもの。そのため、『ロ

ミオとジュリエット』（96年）のような悲劇も起こすし、『ウエスト・サイド物語』（61年）

のようなバカげたケンカで命を落としてしまうこともある。本作ではスギオ（太賀）の中

途半端さが際立っている分だけ、最も若いタロウの無知と狂気が際立っている。しかし、

世の中にこんな男を一人前の人権を持った人間として同居させていいの？ 

ちなみに、タロウは戸籍もなく一度も学校に通ったことがない少年という設定だが、８

月１１日に観た『存在のない子供たち』（18 年）を生んだ国レバノンやアフリカの某国な

らともかく、今の日本でそんなことがあり得るの？タロウのような、およそ人間とは思え

ない凶気（＝狂気）の存在が人間社会の中に紛れ込まれたのでは迷惑千万。そうならない

ために法律があり、警察があるはずだが・・・。 

 

◆本作については、新聞紙評はいろいろとカッコいい評論がされている。しかし、私は

それらを読んでウンザリ。また、本作を観ていると後半からはいちいち反論したくなった

し、鑑賞放棄までしたくなった。それほど本作について私は反感ばかりだったが、さて、

あなたは・・・？ 

 

２０１９（令和元）年９月１８日記 

 

 


